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高橋　悠 東京大学医学部附属病院

本研究で癌浸潤に関与する遺伝子が明らかになったことは、予後予測因子としての応用や阻害剤開発による創薬に繋がると考えられ

る。

利用成果報告書

成果公開有償利用

消化管腫瘍の浸潤に関わる機構の解明について

ArrayScan 細胞イメージアナライザー  共焦点顕微鏡 SP5

消化管上皮由来腫瘍(胃癌・大腸癌細胞株)において、共焦点顕微鏡にてアクチン等の蛍光染色にて浸潤突起形成などの浸潤している

様子を観察した。さらにArrayScanにて癌細胞の浸潤の程度を評価した。これらの解析により特定遺伝子が浸潤に及ぼす影響を明らか

にした。
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